
一
八
六
一
年
一
二
月
二
三
日
、
ロ
シ
ア
皇
帝
臨
席
の
も
と
で
特
別
委
員
会
が
開
催

さ
れ
た
。
こ
の
会
議
に
参
加
し
た
の
は
、
議
事
録
末
尾
へ
の
署
名
に
基
づ
く
と
、
コ

ン
ス
タ
ン
チ
ン
大
公
、
ゴ
ル
チ
ャ
コ
フ
公
爵
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
伯
爵
、
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ル
・
ク
ニ
ャ
ジ
ェ
ー
ヴ
ィ
チ
、
ド
ミ
ト
リ
ー
・
ミ
リ
ュ
ー
チ
ン
、
コ
ヴ
ァ
レ
フ
ス

キ
ー
陸
軍
中
将
。
会
議
の
議
題
は
七
項
目
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
四
項
目
は
日
本
に
密

接
な
関
係
が
あ
る
も
の
で
、
そ
の
な
か
に
は
駐
箱
館
ロ
シ
ア
領
事
に
幕
府
が
差
し
出

し
た
、
サ
ハ
リ
ン
に
関
す
る
書
翰
へ
の
回
答
に
つ
い
て

(

第
二
項
目)

、
江
戸
・
大

坂
開
市
と
、
兵
庫
・
新
潟
の
開
港
を
七
年
間
延
期
し
た
い
と
い
う
希
望
に
つ
い
て

(

第
三
項
目)

と
い
っ
た
問
題
が
含
ま
れ
て
い
た
。

日
本
か
ら
届
い
た
書
翰
と
報
告
に
よ
っ
て
、
委
員
会
は
決
議
を
行
っ
た
。
書
翰
と

報
告
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
領
事
の
報
告
、
大
君
よ
り
ロ
シ
ア
皇

帝
宛
の
書
翰
、
老
中
か
ら
ロ
シ
ア
帝
国
外
務
大
臣
宛
の
書
翰
二
通
、
リ
ハ
チ
ョ
フ
海

軍
少
将
の
報
告
抜
粋
で
あ
る

(

�)

。

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
二
世
宛
の
書
翰
は
簡
潔
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
書
翰
で
、
大
君

は

｢

魯
西
亜
国
帝｣
に
対
し
、
日
露
修
好
通
商
条
約
の
第
三
条
お
よ
び
第
六
条
に
よ

れ
ば
、
江
戸
と
大
坂
の
二
つ
の
都
市
の
開
市
、
兵
庫
お
よ
び
西
海
岸
の
一
港

(

新
潟
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ワ

ジ

ム
・
ク

リ

モ

フ

文
久
遣
欧
使
節
団
に
対
す
る
ロ
シ
ア
の
外
交
的
準
備
に
つ
い
て

二
〇
〇
九
年
七
月
一
日
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
市
か
ら
ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館
セ
ル
ゲ
イ
・
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー
新
館
長
、
同
マ
リ
ナ
・
マ
レ
ヴ
ィ
ン
ス
カ
ヤ
副
館
長
を
む
か
え
、
日
露
関
係

史
料
を
め
ぐ
る
国
際
研
究
集
会
パ
ー
ト
２
を
、
史
料
編
纂
所
と
日
本
学
士
院

(

国
際
学
士
院
連
合
関
連
＝
日
本
関
係
在
外
未
刊
行
史
料
調
査
事
業
の
一
環)

の
共
催
に
よ
り
、
東
洋
学
研
究
所
大
会
議
室
で

開
催
し
た

(

通
算
九
回
目)

。

研
究
集
会
で
は
、
ワ
ジ
ム
・
ク
リ
モ
フ
教
授

(

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
国
立
大
学
・
本
所
外
国
人
研
究
員)

か
ら
文
久
遣
欧
使
節
団
に
対
す
る
ロ
シ
ア
の
外
交
的
準
備
に
つ
い
て
、
次
に
マ
レ
ヴ
ィ
ン

ス
カ
ヤ
副
館
長
か
ら
、
日
露
戦
後
期
の
海
軍
駐
在
武
官
ヴ
ァ
ス
ク
レ
セ
ン
ス
キ
ー
大
佐
と
日
本
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。
最
後
に
演
壇
に
立
っ
た
海
軍
文
書
館
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー

館
長
は
、
貴
重
史
料
一
万
八
千
フ
ァ
イ
ル
の
同
館
へ
の

｢

復
帰｣

に
つ
い
て
報
告
し
た
。
核
戦
争
勃
発
を
危
惧
し
た
ソ
連
邦

(

当
時)

が
、
一
九
六
九
年
、
五
つ
の
連
邦
文
書
館
か
ら
膨
大
な
貴
重
史
料
を

ヤ
ル
ト
ロ
フ
ス
ク
市

(

西
シ
ベ
リ
ア)

の
史
料
保
存
庫
へ
運
び
込
み
、
こ
の
史
料
群
が
四
〇
年
ぶ
り
に
も
と
の
文
書
館
に
復
帰
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
。
ロ
シ
ア
国
内
で
も
そ
の
事
実
が
全
く
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
報
告
へ
の
質
疑
は
熱
気
を
帯
び
た
も
の
に
な
っ
た
。
以
下
、
こ
の
三
報
告
を
掲
載
す
る
。

最
後
に
、
六
月
お
よ
び
七
月
の
両
研
究
集
会
と
も
、
ワ
ジ
ム
・
ク
リ
モ
フ
教
授
か
ら
多
大
な
る
ご
尽
力
を
た
ま
わ
っ
た
こ
と
を
付
記
し
て
謝
辞
に
か
え
た
い
。

(

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
／
保
谷

徹)

日
露
関
係
史
料
を
め
ぐ
る
国
際
研
究
集
会
パ
ー
ト
２
報
告
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が
想
定
さ
れ
る)

の
開
港
の
義
務
を
負
っ
て
い
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
、
乗

り
越
え
が
た
い
障
害
が
発
生
し
た
の
で
、
大
君
は
開
市
と
開
港
を
延
期
す
る
こ
と
を

希
望
し
て
い
る
。
彼
は
、
そ
の
交
渉
を
行
う
責
任
を
、
二
人
の
老
中
、
久
世
大
和
守

と
安
藤
対
馬
守
に
委
任
し
た
。
書
翰
の
末
尾
で
大
君
は
心
か
ら
ロ
シ
ア
の
平
和
と
安

定
を
願
っ
て
い
る
。
日
付
は
文
久
元
年
三
月
一
四
日
、
一
八
六
一
年
四
月
二
三
日
と

さ
れ
て
お
り
、
署
名
が
な
さ
れ
て
い
る
。
書
翰
の
写
し
は
函
館
市
中
央
図
書
館
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る

(

�)

。

大
君
の
命
令
に
よ
っ
て
、
二
人
の
老
中
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
外
務
大
臣
に
、
長
文
の

詳
細
な
書
翰
を
送
っ
て
い
る
。
書
翰
の
冒
頭
で
、
大
君
よ
り
ロ
シ
ア
皇
帝
に
書
翰
が

送
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
三
百
年
間
に
わ
た
っ
て
外
国
か
ら
日
本
が
孤
立
し
て
き

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
最
近
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
使
節
が
日
本
を
訪
れ
、
フ
ラ
ン

ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
と
な
ら
び
、
ロ
シ
ア
と
も
条
約
を
締
結
し
た
。
興
味
深

い
の
は
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
と
い
う
名
が
、
カ
タ
カ
ナ
で
は
な
く

｢

布
恬
廷｣

と
漢
字

で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

特
別
委
員
会
で
は
、
遣
欧
使
節
団
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
訪
問
に
つ
い
て
の
諸
問
題
が
検

討
さ
れ
た
。
日
本
側
は
江
戸
・
大
坂
の
開
市
と
兵
庫
・
新
潟
の
開
港
を
七
年
間
延
期

す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
日
本
側
は
、
新
潟
で
は
排
水
量
の
大
き
い
船
が
入
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
他
の
適
当
な
港
を
探
し
て
い
る
と
い
う
。
委
員
会
は
、
ロ

シ
ア
は
日
本
に
直
接
的
な
貿
易
上
の
関
心
を
有
し
て
い
な
い
の
で
、｢

締
結
し
た
条

約
の
す
べ
て
の
条
件
を
執
拗
に
要
求
す
る
の
は
、
必
要
で
は
な
い｣

、
た
だ
し
、｢

も

し
他
の
強
国
が
日
本
側
の
開
港
の
延
期
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
ロ
シ
ア
も

他
の
強
国
の
権
利
を
享
受
す
る
の
は
当
然
で
あ
る

(

�)｣

。

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
に
滞
在
す
る
間
、
使
節
団
は
サ
ハ
リ
ン
に
つ
い
て
交
渉
を

行
う
予
定
で
あ
り
、
日
本
側
の
態
度
は
強
硬
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
日
本
は
、
こ
の
問
題
を
未
決
定
に
し
て
お
き
た
い
強
国
の
圧
力
を
受
け
て
い

る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
推
測
も
な
さ
れ
て
い
る
。
サ
ハ
リ
ン
島
は
ロ
シ
ア
に
と
っ

て
非
常
に
重
要
で
あ
っ
た
。
委
員
会
の
決
議
は
、
日
本
が
サ
ハ
リ
ン
全
島
を
ロ
シ
ア

に
譲
る
か
わ
り
に
、
ウ
ル
ッ
プ
島
を
日
本
に
与
え
、
以
後
も
日
本
人
が
サ
ハ
リ
ン
に

滞
在
す
る
権
利
を
与
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
幕
府
の
使
節
団
が
こ
れ
を
拒
絶

し
た
場
合
は
、
サ
ハ
リ
ン
島
の
分
割
も
止
む
を
得
な
い
が
、
北
緯
五
〇
度
と
い
う
国

境
線
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
側
の
態
度
は
、
ク

シ
ュ
ン
ナ
イ
の
哨
所
、
す
な
わ
ち
北
緯
四
八
度
ま
で
、
最
悪
で
も
四
九
度
ま
で
、
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
箱
館
駐
在
ロ
シ
ア
領
事
に
対
し
て
、
こ
ち
ら
か
ら
は
交
渉
を
開

始
し
な
い
よ
う
に
、
も
し
日
本
側
が
分
割
に
つ
い
て
提
起
し
て
き
た
場
合
は
、
使
節

団
が
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
に
到
着
後
に
交
渉
を
行
う
の
が
適
当
で
あ
る
、
と
回

答
せ
よ
、
も
し
使
節
団
に
権
限
が
な
い
場
合
は
、
沿
海
州
総
督
カ
ザ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
海

軍
少
将
と
交
渉
す
る
よ
う
に
回
答
せ
よ
、
と
い
う
訓
令
を
出
す
こ
と
、
そ
の
場
合
は

同
様
な
訓
令
を
カ
ザ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
に
出
す
こ
と
も
決
議
さ
れ
た
。
も
し
サ
ハ
リ
ン
南

部
で
日
本
人
が
勝
手
に
新
し
い
居
住
地
を
作
っ
た
場
合
、
ロ
シ
ア
政
府
の
指
示
に
基

づ
き
、
箱
館
駐
在
ロ
シ
ア
領
事
は
、
日
本
側
に
は
そ
の
よ
う
な
権
利
が
な
い
と
抗
議

す
る
こ
と
と
さ
れ
た

(

�)

。

こ
の
会
議
で
は
、
日
本
の
財
政
制
度
、
金
融
、
両
替
の
レ
ー
ト
、
日
本
の
貨
幣
の

特
徴
と
い
っ
た
問
題
は
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
日
露
間
の
貿
易
は
小
さ
な

も
の
だ
っ
た
の
で
、
興
味
を
ひ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

将
来
的
な
使
節
団
の
訪
問
に
備
え
る
に
際
し
、
ロ
シ
ア
最
初
の
駐
日
代
表
ゴ
シ
ケ

ヴ
ィ
ッ
チ
の
報
告
は
お
お
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
当
時
、
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
日

本
に
駐
在
す
る
人
材
と
し
て
最
適
の
人
物
で
あ
っ
た
。
最
初
彼
は
中
国
語
を
勉
強
し
、

日
本
周
辺
諸
国
の
習
慣
を
理
解
し
、
橘
耕
斎
と
と
も
に
最
初
の
和
露
辞
典
を
編
纂
し
、

そ
れ
は
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
高
く
評
価
さ
れ
、
デ
ィ
ミ
ド
フ
賞
を
受
賞
し
た
。

彼
は
自
身
で
も
日
本
語
を
学
習
し
、
訓
令
に
従
い
、
全
領
事
館
員
に
日
本
語
を
学
習

さ
せ
た
。
箱
館
か
ら
送
っ
た
一
八
五
八
年
一
二
月
三
日
の
ア
ジ
ア
局
宛
書
翰

(

一
八

五
九
年
五
月
五
日
に
ア
ジ
ア
局
で
受
領)

で
は
、
全
員
が
日
本
語
を
少
し
ず
つ
学
習

( ) 文久遣欧使節団に対するロシアの外交的準備について (クリモフ)195
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し
、
女
性
さ
え
も
日
本
語
会
話
を
繰
り
返
し
練
習
し
、
と
き
ど
き
優
れ
た
表
現
で
日

本
側
の
役
人
を
驚
か
せ
て
い
る
、
と
書
か
れ
て
い
る

(

�)

。
も
ち
ろ
ん
、
日
本
に
対
す
る

彼
の
評
価
と
見
方
は
、
ふ
さ
わ
し
い
教
育
が
不
足
し
て
い
る
ロ
シ
ア
海
軍
の
将
校
た

ち
の
そ
れ
と
は
違
っ
て
い
た
。
領
事
と
し
て
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
、
ロ
シ
ア
政
府
が

決
定
を
行
う
た
め
の
、
日
本
に
関
す
る
す
べ
て
の
デ
ー
タ
、
す
べ
て
の
情
報
を
提
供

す
る
責
任
を
負
っ
て
い
た

(
�)

。
ロ
シ
ア
政
府
は
領
事
に
、
以
下
の
よ
う
な
状
況
に
注
意

を
促
し
て
い
る
。｢

一
八
五
五
年
一
月
二
六
日
の
条
約
に
よ
れ
ば
、
サ
ハ
リ
ン
島
は

日
本
と
ロ
シ
ア
に
共
有
さ
れ
て
い
る
。
サ
ハ
リ
ン
島
は
ア
ム
ー
ル
河
口
の
向
い
に
あ

り
、
石
炭
資
源
が
豊
富
で
あ
り
、
私
た
ち
の
極
東
の
艦
隊
に
と
っ
て
そ
れ
は
重
要
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
全
島
は
有
用
で
あ
る
。
東
シ
ベ
リ
ア
総
督
は
、
サ
ハ
リ
ン

全
島
に
つ
い
て
日
本
側
と
交
渉
す
る
権
限
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
日
本
と
ロ

シ
ア
の
真
の
友
好
関
係
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
正
義
と
健

全
な
政
策
は
、
他
の
選
択
肢
が
な
い
も
の
で
あ
る

(

�)｣

。

ロ
シ
ア
領
事
は
箱
館
到
着
後
、
新
し
い
生
活
、
新
し
い
住
居
の
準
備
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
に
直
面
し
た
。
度
量
衡
の
単
位
、
両
替
の
レ
ー
ト
な
ど
、
す
べ
て
は
ロ

シ
ア
と
違
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
ロ
シ
ア
人
は
生
活
習
慣
に
慣
れ
る
の
に
時
間
が

か
か
っ
た
。
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
書
翰
は
言
う
。｢

ど
の
よ
う
に
日
本
人
は
自
分
の

家
に
住
ん
で
い
る
か
。
多
く
の
家
に
は
屏
風
と
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
紙
し
か
な
い
が
、
外
は

零
下
五
度
で
あ
る

(

�)｣

。
特
別
委
員
会
の
会
議
の
際
に
は
、
日
本
の
財
政
制
度
・
貨
幣

の
特
徴
の
問
題
は
議
題
に
は
な
か
っ
た
が
、
訓
令
に
し
た
が
っ
て
こ
の
問
題
に
つ
い

て
ロ
シ
ア
領
事
は
詳
し
い
情
報
を
報
告
し
て
い
る
。
最
初
の
日
か
ら
日
本
の
貨
幣
の

特
徴
に
彼
は
直
面
し
た
。
彼
は
ロ
シ
ア
・
ル
ー
ブ
ル
と
日
本
貨
幣
の
交
換
レ
ー
ト
を

定
め
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。

一
八
五
八
年
一
二
月
三
日
の
書
翰

(

ア
ジ
ア
局
で
受
領
さ
れ
た
の
は
一
八
五
九
年

三
月
五
日)

で
、
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
、
市
場
で
は
す
べ
て
の
商
品
の
外
国
人
に
対

す
る
価
格
は
メ
キ
シ
コ
・
ド
ル
で
表
示
さ
れ
、
金
貨
は
受
け
取
ら
れ
な
い
と
述
べ
て

い
る
。
ロ
シ
ア
・
ル
ー
ブ
ル
の
公
式
的
な
レ
ー
ト
を
決
め
る
た
め
、
箱
館
奉
行
と
交

渉
し
た
が
、
彼
ら
は
長
い
間
回
答
せ
ず
、
江
戸
か
ら
の
公
式
的
指
令
を
待
っ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
一
八
五
八
年
の
初
頭
か
ら
、
金
の
値
段
は
上
昇
し
な
か
っ
た
。
ゴ
シ

ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
長
時
間
に
わ
た
り
、
ロ
シ
ア
の
銀
貨
と
金
貨
の
品
位
の
説
明
を
行
っ

た
。
貴
金
属
の
場
合
は
重
量
だ
け
で
は
な
く
品
位
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

最
終
的
に
ロ
シ
ア
・
ル
ー
ブ
ル
銀
貨
一
ル
ー
ブ
ル
は
七
五
セ
ン
ト
で
あ
る
と
決
定
さ

れ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
メ
キ
シ
コ
・
ド
ル
は
、
一
ル
ー
ブ
ル
三
三
・
一
／
三
カ
ペ
イ

カ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
一
ル
ー
ブ
ル
は
、
日
本
の
貨
幣
で
税
金
六
パ
ー
セ
ン

ト
を
除
い
て
銭
三
六
六
〇
と
定
め
ら
れ
た
。
も
し
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
税
金
を
含
む
場

合
、
一
ル
ー
ブ
ル
は
銭
三
八
八
〇
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
に
よ
れ
ば
、

地
方
当
局
は
、
銀
貨
の
品
位
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ロ
シ
ア
の
金
貨
と
銀
貨

と
補
助
貨
幣
は
、
レ
ー
ト
を
決
め
る
た
め
江
戸
に
送
ら
れ
た
。
領
事
も
自
ら
貨
幣
の

品
位
を
分
析
し
た
。
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
に
よ
る
と
、
ロ
シ
ア
の
銅
一
ポ
ン
ド
は
、
一

〇
一
匁
で
あ
り
、
金
貨
一
枚
を
、｢

日
本
ポ
ン
ド｣

と
名
づ
け
、
一
六
〇
匁
と
報
告

し
て
い
る
。
一

｢

日
本
ポ
ン
ド｣

が
、
一
ロ
シ
ア
ポ
ン
ド
五
〇
ザ
ロ
ー
ト
ニ
ク

(������
�
�

(

�))

で
あ
る
と
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
結
論
し
て
い
る

(

�)

。
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ

は
ロ
シ
ア
人
に
慣
れ
た
単
位
を
用
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
ロ
シ
ア
領
事
は
、
日
本
貨

幣
の
特
徴
の
一
つ
が
銀
貨
に
対
し
て
金
貨
が
安
い
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、

国
際
貿
易
で
は
金
貨
が
外
国
に
流
出
す
る
だ
ろ
う
と
予
想
し
て
い
る
。

一
八
五
九
年
八
月
一
三
日
の
書
翰
で
、
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
は

｢

昨
日

(

八
月
一
二

日
、
引
用
者)

箱
館
奉
行
に
公
式
的
な
書
翰
を
送
り
、
ロ
シ
ア
金
貨
の
レ
ー
ト
を
定

め
る
こ
と
を
希
望
し
た
。
条
約
に
よ
れ
ば
外
国
の
金
銀
貨
は
日
本
国
内
で
自
由
に
流

通
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
江
戸
に
お
い
て
そ
の
条
項
に
反
対
し
て
い
る
も
の

が
い
る
よ
う
だ
。
金
貨
が
銀
貨
に
対
し
て
安
す
ぎ
る
の
で
あ
る｣

と
書
い
て
い
る

(

�)

。

そ
の
た
め
領
事
館
は
箱
館
奉
行
か
ら
金
貨
を
借
り
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

一
八
六
〇
年
二
月
一
三
日
江
戸
か
ら
送
っ
た
書
翰
に
よ
る
と
、｢

す
べ
て
は
非
常

東京大学史料編纂所研究紀要 第20号 2010年３月 ( )196

Ⓒ2010 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



に
高
価
に
な
り
、
日
本
人
に
よ
る
と
、
食
料
品
さ
え
も
昨
年
に
比
し
二
倍
の
価
格
と

な
っ
て
い
る
と
い
う

(

	)｣

。

ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
一
八
六
〇
年
二
月
一
三
日
の
書
翰
に
よ
れ
ば
、
幕
府
は
一
メ

キ
シ
コ
・
ド
ル
を
、
一
分
銀
三
枚
と
し
、
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
そ
こ
か
ら
減
少
さ
せ
る

こ
と
と
し
た
。
幕
府
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
計
算
を
容
易
に
す
る
た
め
、
す
べ

て
の
メ
キ
シ
コ
・
ド
ル
の
重
量
が
一
定
で
な
い
た
め
で
あ
り
、
四
パ
ー
セ
ン
ト
は
メ

キ
シ
コ
・
ド
ル
を
日
本
の
銀
貨
に
す
る
た
め
の
費
用
で
あ
る
。
金
貨
に
つ
い
て
ロ
シ

ア
領
事
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。｢

こ
こ
で
は
外
国
金
貨
が
流
通
す
る
こ
と
は

で
き
た
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
外
国
人
は
ド
ル
以
外
に
は
何
も
持
っ
て
こ
な
い
か
ら
で

あ
る
。
逆
に
金
貨
は
最
近
大
量
に
流
出
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
流
出
を
と
め
る

た
め
に
、
外
国
の
金
貨
と
均
衡
す
る
よ
う
、
日
本
は
金
貨
の
価
格
を
上
昇
さ
せ
た
。

す
な
わ
ち
、
一
分
銀
四
枚
の
小
判
は
一
分
銀
一
三
・
五
枚
に
改
め
ら
れ
た

(


)｣

。

特
に
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
新
潟
開
港
を
重
視
し
て
い
た
。
特
別
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

は
、
詳
し
い
情
報
を
得
て
い
た
。
幕
府
は
条
約
に
基
づ
い
て
、
本
州
の
西
海
岸
の
新

潟
を
開
港
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
調
査
団
が
派
遣
さ
れ
た
。
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ

チ
は
オ
ラ
ン
ダ
船
バ
リ
号

(��
����)

か
ら
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
の
船
の
艦
長

は
長
崎
か
ら
、
新
潟
近
く
の
海
岸
を
調
査
し
た
後
、
江
戸
に
立
ち
寄
り
、
一
八
五
九

年
五
月
六
日
箱
館
に
来
て
、
ロ
シ
ア
領
事
に
情
報
を
も
た
ら
し
た
。
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ

チ
は
、
箱
館
奉
行
に
説
明
を
求
め
た
が
、
奉
行
も
バ
リ
号
艦
長
か
ら
情
報
を
得
て
い

る
と
回
答
し
た
。
五
月
一
〇
日
、
ロ
シ
ア
領
事
は
ク
リ
ッ
パ
ー
艦
ジ
ギ
ッ
ト
号

(
�
�
	


�

��)

で
ナ
ジ
モ
フ

(

��


�
��)

海
軍
大
尉
を
新
潟
と
周
辺
の
海
岸
を
調
査

さ
せ
る
た
め
に
出
張
さ
せ
た
。
ク
リ
ッ
パ
ー
艦

｢

日
本
島｣

(

本
州
、
引
用
者)

の

西
側
に
沿
っ
て
、
能
登
半
島
ま
で
行
き
、
一
九
日
に
帰
還
し
た
。
マ
イ
デ
ル

(
�
��
�
���)

海
軍
少
佐
と
ナ
ジ
モ
フ
海
軍
大
尉
の
報
告
に
よ
る
と
、
詳
し
い
調
査

の
結
果
、
新
潟
の
碇
泊
地
の
水
深
の
測
量
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
六
マ
イ
ル
離

れ
た
ア
オ
シ
マ
・
ヤ
マ
ト
入
江
、
富
山
湾
を
調
査
し
、
い
ず
れ
も
適
切
な
碇
泊
地
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
新
潟
港
は
、
北
緯
三
七
度
五
八
分
五
〇
秒
、
東

経
一
三
九
度
一
〇
分
、
浅
瀬
に
よ
っ
て
、
大
き
な
船
が
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

入
江
で
碇
泊
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
南
西
か
ら
北
を
へ
て
北
東
ま
で
の
風
に
向

か
っ
て
開
か
れ
て
い
る
。
南
と
東
の
か
ら
は
守
ら
れ
て
い
る
。
結
論
と
し
て
は
、
新

潟
港
を
否
定
す
る
に
は
及
ば
な
い
。｢

そ
れ
は
西
海
岸
で
も
っ
と
も
よ
い
入
江
で
あ

る
。
夏
季
に
は
す
べ
て
の
船
が
新
潟
港
に
入
っ
て
く
る
。
新
潟
の
町
の
人
口
は
七
万

人
ほ
ど
で
あ
り
、
運
河
が
多
く
作
ら
れ
、
国
内
商
業
が
盛
ん
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
海
外
貿
易
の
セ
ン
タ
ー
と
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
る

(

�)｣

。

ク
リ
ッ
パ
ー
艦
が
帰
還
後
、
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
す
ぐ
に
江
戸
に
行
く
予
定
で
あ
っ

た
。
ア
メ
リ
カ
領
事
ハ
リ
ス
に
先
立
っ
て
、
新
潟
港
の
問
題
を
交
渉
す
る
た
め
で
あ

る
。
し
か
し
、
箱
館
に
は
江
戸
か
ら
大
目
付
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
が
判
明
し
、
箱
館

に
お
け
る
領
事
館
の
場
所
お
よ
び
金
貨
の
レ
ー
ト
を
決
定
す
る
交
渉
を
行
う
た
め
に
、

そ
れ
を
待
っ
た

(

�)

。

一
八
五
九
年
一
一
月
七
日
の
ア
ジ
ア
局
宛
書
翰
で
、
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
、
一
一

月
六
日
に
、
江
戸
で
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
の
総
領
事
は
、
開
港
地
と
し
て
新
潟
を

拒
否
し
た
と
い
う
知
ら
せ
を
受
け
取
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
海
が
浅
す
ぎ
、
船
が
沖

で
碇
を
お
ろ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る

(


)

。

一
八
六
〇
年
一
月
五
日
の
書
翰
で
、
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
次
の
よ
う
に
ア
ジ
ア
局

に
報
告
し
た
。
幕
府
の
一
〇
月
二
五
日

(

露
暦
一
〇
月
三
一
日)

付
公
式
通
知
に
よ

れ
ば
、
来
年
一
月
に
本
州
西
海
岸
の
新
潟
を
開
港
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
が

適
当
で
は
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
新
潟
の
か
わ
り
に
よ
り
相
応
し
い
場
所
を

探
す
つ
も
り
で
あ
る
。
現
在
ま
で
そ
れ
を
探
す
こ
と
は
で
き
て
お
ら
ず
、
こ
の
季
節

に
は
し
ば
し
ば
本
州
の
西
と
北
部
で
は
し
ば
し
ば
嵐
が
お
こ
る
た
め
、
そ
れ
を
調
査

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
日
本
の
西
海
岸
で
港
を
開
く
の
が
い
つ
に
な
る
の
か
は
決

定
で
き
な
い
。
ロ
シ
ア
帝
国
外
務
省
は
、
本
年
五
月
一
三
日
に
海
軍
省
と
大
蔵
省
へ

の
公
式
文
書
で
、
日
本
側
は
一
八
五
八
年
に
締
結
し
た
条
約
の
第
三
条
に
よ
れ
ば
、
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西
海
岸
の
港
を
ロ
シ
ア
船
に
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
新
潟
は
不
適
当
な

港
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
本
州
の
西
海
岸
の
港
の
開
港
時
期
は
不
確
定
で

あ
る
、
と
述
べ
て
い
る

(

�)

。

ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
事
前
に
日
本
側
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
に
使
節
団
を
派

遣
す
る
予
定
が
あ
る
こ
と
、
日
本
人
の
役
人
に
よ
る
世
界
一
周
使
節
が
計
画
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
彼
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
そ
の
団
長
は
外
国
奉
行
村
垣

淡
路
守
に
な
る
と
い
う
。
ほ
か
に
は
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
使
節
団
で
す
で
に
知
ら
れ
て
い

た
森
山
多
吉
郎

(

鋭
之
助)

も
派
遣
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
使
節
団
の
出
発
の
期

日
も
、
翌
一
八
六
〇
年
の
春
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
春
に
ア
メ
リ
カ
船
で
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
へ
出
発
し
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
ゆ
き
、
イ
ギ
リ

ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
を
訪
れ
て
、
ア
ム
ー
ル
川
を
経
て
帰
る
計
画
で
あ
る
と
い

う

(

�)

。一
八
六
〇
年
一
月
二
三
日
、
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
箱
館
か
ら
江
戸
へ
ス
ク
リ
ュ
ー

輸
送
艦
ヤ
ポ
ー
ネ
ツ
号

(��
�
��

��
	)

で
到
着
し
た
。
江
戸
湾
で
二
月
一
日
に
ア

メ
リ
カ
艦
ポ
ー
ハ
タ
ン
と
遭
遇
し
た
。
後
の
説
明
に
よ
る
と
遣
米
使
節
団
が
ア
メ
リ

カ
に
出
発
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
う
。
ロ
シ
ア
人
は
一
二
〇
人
と
い
う
使
節
団
の

人
数
に
驚
い
た
。
ア
メ
リ
カ
公
使
ハ
リ
ス
は
、
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
に
、
そ
の
使
節
団

は
ア
メ
リ
カ
の
み
を
訪
れ
、
ア
メ
リ
カ
ら
他
の
国
は
訪
問
せ
ず
に
直
接
に
日
本
に
帰

る
と
述
べ
た

(

�)

。
こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
人
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
先
ん
じ
た
。

一
八
六
一
年
三
月
一
五
日
の
江
戸
か
ら
の
書
翰
で
、
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
幕
府
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
条
約
を
締
結
し
た
す
べ
て
の
国
に
使
節
団
を
送
る
計
画
に
つ
い
て
報

告
し
て
い
る
。
村
垣
淡
路
守
が
述
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
幕
府
は
そ
の
目
的
の
た

め
に
適
当
な
軍
艦
を
探
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
領
事
は
、
フ
リ
ゲ
ー
ト

艦
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ

(
�


���
��
�	)

を
、
大
砲
を
は
ず
し
た
上
で
貸
与
す
る
と
い

う
提
案
を
し
た
。
し
か
し
、
日
本
側
は
軍
艦
を
購
入
す
る
希
望
を
持
っ
て
お
り
、
ゴ

シ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
拒
絶
さ
れ
た
。
さ
ら
に
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
へ
、
シ
ベ
リ
ア
経
由
で
使
節
団
を
送
る
提
案
を
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
計
画

を
積
極
的
に
は
す
す
め
な
か
っ
た
。
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
自
身
の
考
え
で
も
、
八
〇
人

の
使
節
団
を
送
る
に
は
、
そ
れ
は
多
く
の
困
難
と
多
額
の
費
用
を
要
す
る
か
ら
で
あ

る
。
お
そ
ら
く
そ
の
人
数
は
遣
米
使
節
団
の
人
数
か
ら
推
測
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

(

�)

。

ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
考
え
で
は
、
使
節
団
の
指
導
者
の
一
人
と
な
る
の
は
鳥
居
越
前

守
で
あ
る
。
も
し
日
本
側
が
適
当
な
船
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
オ
ー

ル
コ
ッ
ク
が
す
す
め
た
イ
ギ
リ
ス
軍
艦
が
利
用
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

指
摘
し
た
い
の
は
、
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
貢
献
に
よ
っ
て
、
ロ
シ
ア
政
府
が
使
節

訪
問
の
二
年
前
か
ら
、
使
節
団
の
人
数
と
目
標
、
ル
ー
ト
な
ど
の
詳
し
い
情
報
を
受

け
取
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
一
八
五
九
年
の
春
の
段
階
で
、
ロ
シ
ア
政
府
が
有
し

て
い
た
日
本
政
府
の
実
態
、
指
導
的
な
政
治
家
に
つ
い
て
の
情
報
は
と
て
も
少
な
か
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
詳
し
い
訓
令
を
ロ
シ
ア
領
事
に
与
え
、｢

江
戸
に
お
も
む
き
、

日
本
に
関
し
て
正
し
い
情
報
を
得
る
機
会
を
持
つ
こ
と
、
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
も
っ

と
も
重
要
な
の
は
、
幕
府
の
構
造
、
人
物
、
特
に
大
君
に
関
す
る
す
べ
て
の
情
報
で

あ
る｣

と
命
じ
た
の
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
日
本
に
関
し
て
は
非

常
に
乏
し
い
知
識
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
知
識
が
直
接
的
な
関
係

を
進
め
る
上
で
と
て
も
大
事
で
あ
っ
た

(

�)

。

ま
ず
ロ
シ
ア
領
事
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
分
か
り
に
く
い
幕
府
の
支
配
構
造
を
調

査
し
な
け
れ
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
と
っ
て
、
単
独
責
任

制
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
数
人
が
お
な
じ
部
局
の
担
当
者
で
あ
る
こ

と
は
理
解
し
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
外
務
大
臣
は
一
人
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
ロ
シ
ア
領
事
は
、
一
八
五
九
年
五
月
二
六
日
の
ア
ジ
ア
局
宛
書

翰
に
お
い
て
、
箱
館
奉
行
は
彼
に
、
外
務
を
担
当
す
る
た
め
に
、
江
戸
に
五
人
の
大

臣
が
任
命
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
水
野
筑
後
守
、
酒
井
隠
岐
守
、
堀
織
部
正
、

村
垣
淡
路
守
、
加
藤
壱
岐
守
で
あ
る
。
貿
易
だ
け
で
は
な
く
外
国
に
関
係
す
る
す
べ

て
の
事
項
の
担
当
者
で
あ
る
。
江
戸
に
船
で
ゆ
く
か
、
そ
の
周
辺
に
赴
い
た
場
合
、
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必
要
で
あ
れ
ば
そ
の
人
々
に
書
翰
で
あ
る
い
は
口
頭
で
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(

�)

。

ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
書
翰
で
、
奉
行
は
ロ
シ
ア
と
違
い
日
本
で
は
二
人
置
か
れ
て

い
る
と
述
べ
て
い
る
。
一
人
は
地
方
に
お
り
、
も
う
一
人
は
首
都
で
地
方
の
当
局
を

代
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
関
連
し
て
、
領
事
は
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー

が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
郵
便
が
速
や
か
に
着
く
こ
と
な
ど
を
報
告
し
て
い
る
。

奉
行
に
は
首
都
に
同
役
が
お
り
、
毎
年
交
代
す
る
。
地
方
に
い
る
奉
行
は
江
戸
に
い

る
奉
行
に
報
告
を
送
り
、
江
戸
に
い
る
奉
行
が
老
中
に
提
出
す
る
。
同
じ
く
首
都
か

ら
指
示
が
地
方
に
送
ら
れ
る
場
合
も
、
同
役
を
通
じ
て
送
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

首
都
と
国
内
の
町
の
間
の
定
期
通
信
が
毎
月
三
回
、
非
常
に
速
や
か
に
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
領
事
の
書
翰
は
、
意
図
的
で
あ
る
の
か
、
と
て
も
時
間
が
か
か

る
。
ウ
ン
コ
フ
ス
キ
ー

(�
���

�
��

��
	�


�
�
�

	��



�)

の
書
翰
が
到
着
す
る

の
に
は
二
ヶ
月
を
要
し
た
。
も
し
そ
の
期
間
が
短
縮
さ
れ
れ
ば
、
ロ
シ
ア
に
よ
り
頻

繁
に
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
長
崎
と
上
海
の
間
で
は
頻
繁
な
通
信

が
可
能
だ
か
ら
で
あ
る

(

�)

。

一
八
六
一
年
三
月
二
八
日
、
江
戸
に
滞
在
中
、
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
幕
府
の
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
指
導
者
と
日
本
の
暦
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。
今
月

二
六
日
か
ら
年
号
が
変
わ
っ
て

｢

文
久｣

と
名
づ
け
ら
れ
た
。
大
君
・
家
茂
に
な
っ

て
か
ら
三
つ
目
の
年
号
で
あ
る
。
今
年
大
君
は
成
人
と
な
り
、
一
八
歳
で
あ
り
、
ミ

カ
ド
の
娘
と
結
婚
す
る
。
大
君
は
外
国
人
に
友
好
的
な
態
度
を
採
っ
て
お
り
、
進
歩

派
、
将
来
の
改
革
者
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
大
君
に
は
幸
福
な
将
来
が
予
言

さ
れ
て
お
り
、
改
革
は
遠
く
な
い
時
期
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
領
事
の
意
見

で
は
、
大
君
の
権
力
は
よ
り
強
く
な
り
、
以
前
の

｢

将
軍｣

と
い
う
称
号
を

｢

大
君｣

へ
と
変
更
し
て
い
る
と
い
う

(

	)

。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
と
っ
て
大
君
と
天
皇
の
関
係
は
わ
か
り
に
く
い
も
の
で
あ
っ
た
。

一
八
六
二
年
七
月
六
日
の
書
翰
で
、
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
は
日
本
に

は
精
神
的
皇
帝
と
世
俗
の
皇
帝
と
い
う
二
人
の
皇
帝
が
い
る
、
と
い
う
誤
解
を
も
た

ら
し
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
に
よ
れ
ば
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
名
称
を

採
用
し
た
の
か
は
説
明
し
が
た
い
。
真
実
に
も
っ
と
近
い
の
は
、
軍
人
の
リ
ー
ダ
ー

と
、
文
官
の
リ
ー
ダ
ー
と
名
づ
け
る
の
が
正
し
い
、
な
ぜ
な
ら
、
軍
人
の
位
は
軍
人

の
リ
ー
ダ
ー
が
、
文
官
の
官
位
は
文
官
の
リ
ー
ダ
ー
が
与
え
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際

は

｢

将
軍｣

(

武
将
、
権
力
の
君
主)

は
権
力
者
で
あ
り
、
代
理
人
で
あ
る
が
、
皇

帝
で
は
な
い
。
将
軍
は
近
々
、
自
分
の
手
に
王
の
権
力
を
握
る
と
お
も
わ
れ
る
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
強
国
の
公
使
が
誤
解
に
基
づ
き
そ
れ
を
促
進
し
て
い
る
。
二
つ
の
制
度
が
統

合
さ
れ
、
将
軍
が
最
高
権
力
を
握
る
の
で
は
な
い
か
。
現
在
、｢

大
君｣

は
唯
一
の

支
配
者
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
も
し
そ
れ
に
失
敗
す
れ
ば
、｢

将
軍｣

と
い
う
地

位
に
戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(


)

。

ゴ
ル
チ
ャ
コ
フ
公
爵
と
他
の
外
務
省
職
員
に
と
っ
て
も
、
幕
府
の
職
制
の
理
解
は

困
難
で
あ
っ
た
。
例
を
あ
げ
る
と
、
外
務
大
臣
ゴ
ル
チ
ャ
コ
フ
公
爵
は
江
戸
宛
の
書

簡
の
宛
先
を

｢

日
本
最
高
会
議｣

と
し
た
。
そ
の
書
簡
は
ヤ
マ
ト
フ
が
翻
訳
し
、
ゴ

シ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
が
点
検
し
た
。
ヤ
マ
ト
フ
は
そ
れ
を

｢

御
老
中｣

宛
と
翻
訳
し
た
。

ゴ
ル
チ
ャ
コ
フ
公
爵
は
、｢

御
老
中｣

の
任
務
を
よ
く
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
一
方
、
そ
れ
を
受
け
取
っ
た
日
本
側
は
、
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
地
位
に
つ

い
て
、
そ
の
名
称
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
書
簡
に
は
つ
ぎ
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。｢

コ
レ
ス
キ
ソ
ヘ
ー
ト
ニ
ツ
キ
イ
ヲ
シ
フ
コ
シ
ケ
ビ
ッ
チ｣

。
日

本
語
の
読
め
る
ロ
シ
ア
人
が
読
ん
で
も
こ
れ
は
理
解
で
き
な
い
し
、
ロ
シ
ア
の
官
僚

制
度
に
つ
い
て
理
解
の
な
い
日
本
人
に
も
こ
れ
は
理
解
で
き
な
い
。
こ
れ
が
一
つ
の

単
語
で
あ
る
の
か
複
数
の
単
語
で
あ
る
の
か
も
判
然
と
し
な
い
。
実
は
、
ロ
シ
ア
の

位
階

｢
六
等
官
ヨ
シ
フ
・
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
チ｣

(

	����

�


�

�	����





�
	�


�

�
	�


��

�)

を
そ
の
ま
ま
日
本
語
に
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
双
方
が
適
切
な

理
解
を
得
る
た
め
に
は
、
双
方
で
相
当
の
努
力
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。
両
側
の

架
け
橋
が
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
で
あ
っ
た
。
彼
の
業
績
は
大
変
な
も
の
で
あ
る
。
と
も

か
く
も
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
強
国
に
比
べ
る
と
、
日
本
人
で
あ
り
、
外
務
省
ア
ジ
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ア
局
の
通
訳
で
あ
る
ヤ
マ
ト
フ
と
、
中
国
・
極
東
の
専
門
家
で
あ
る
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ

チ
の
お
か
げ
で
、
ロ
シ
ア
は
有
利
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
当
時
の
最
高
の
日
本
専
門

家
で
あ
る
シ
ー
ボ
ル
ト
も
ま
た
、
ロ
シ
ア
へ
の
協
力
を
熱
心
に
望
ん
で
い
た
。

箱
館
に
い
る
ロ
シ
ア
帝
国
の
領
事
は
、
と
き
ど
き
江
戸
を
訪
問
し
、
客
観
的
な
情

報
の
収
集
の
た
め
に
大
き
な
仕
事
を
し
た
。
七
月
六
日
の
報
告
で
彼
が
指
摘
し
た
の

は
、
あ
つ
め
た
情
報
が
す
べ
て
噂
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
噂
は
繰
り
返
し
語
ら
れ
て

お
り
、
事
実
に
近
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
箱
館
奉
行
も
、
す
べ
て

の
役
人
も
、
外
国
人
が
情
報
に
接
触
し
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
、
と
述
べ
ら
れ

て
い
る

(

�)

。
こ
の
書
簡
で
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
、
安
藤
対
馬
守
の
襲
撃
に
つ
い
て
伝
え

て
い
る
。
安
藤
対
馬
守
は
自
分
自
身
で
抗
戦
し
、
ま
た
襲
撃
者
の
一
人
は
趣
意
書
を

持
参
し
て
い
た
と
い
う
。
彼
ら
の
説
明
に
よ
れ
ば
襲
撃
の
理
由
は
、
第
一
に
、
前
に

暗
殺
さ
れ
た

｢

御
大
老｣

と
同
様
安
藤
も
、
外
国
人
と
親
し
く
し
、
安
藤
は
日
本
の

詳
し
い
地
図
を
外
国
人
に
提
供
し
、
日
本
沿
岸
の
水
深
測
量
を
外
国
人
に
許
し
、
憎

む
べ
き
シ
ー
ボ
ル
ト
と
し
ば
し
ば
会
っ
て
、
国
家
の
制
度
や
外
国
交
際
に
つ
い
て
の

助
言
を
受
け
た

(

外
国
人
と
、
骨
と
肉
の
よ
う
な
関
係
で
一
体
に
な
っ
た)

。
第
二

に
、
大
君
と
天
皇
の
妹
を
結
婚
さ
せ
る
よ
う
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
縁
戚
関
係
を
結

ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
皇
か
ら
条
約
の
勅
許
を
勝
ち
取
ろ
う
と
し
た
。
そ
し
て
大
君

を
天
皇
と
同
じ
地
位
に
つ
け
よ
う
と
し
た
。
第
三
に
、
彼
の
す
べ
て
の
行
為
は
最
終

的
に
天
皇
を
打
倒
し
、
大
君
を
滅
ぼ
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る

(

�)

。

そ
の
書
簡
で
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
、
大
名
の
大
君
に
対
す
る
不
満
が
高
ま
っ
て
い

る
と
も
伝
え
て
い
る
。
大
名
た
ち
の
言
い
分
は
、
開
国
し
た
際
の
ア
メ
リ
カ
公
使
ハ

リ
ス
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
貿
易
に
よ
っ
て
日
本
の
物
価
は
低
落
し
、
商
品
が
豊
か
に

な
り
、
綿
の
衣
類
は
無
料
同
然
、
絹
の
布
地
は
極
め
て
安
価
に
提
供
さ
れ
て
、
日
本

人
の
衣
類
は
立
派
に
な
り
、
北
か
ら
南
か
ら
東
か
ら
西
か
ら
、
生
活
必
需
品
が
も
た

ら
さ
れ
、
農
民
た
ち
は
農
地
を
耕
作
せ
ず
、
種
も
ま
か
ず
に
楽
な
生
活
が
送
れ
る
は

ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
実
際
に
外
国
と
条
約
を
締
結
し
て
現
れ
た
効
果
は
そ
の
逆
で

あ
っ
た
。
無
料
に
な
る
は
ず
の
品
物
の
値
段
は
三
倍
に
な
り
、
関
税
は
す
べ
て
大
君

の
手
に
入
る
。
そ
の
関
税
は
国
家
の
た
め
の
要
塞
を
作
り
、
大
砲
を
鋳
造
す
る
か
わ

り
に
、
外
国
の
公
使
を
饗
応
し
た
り
土
産
物
を
与
え
た
り
、
大
君
の
宮
殿
を
造
っ
た

り
、
花
嫁
を
京
都
か
ら
江
戸
に
連
れ
て
く
る
た
め
の
数
千
両
の
支
出
の
た
め
に
、
使

わ
れ
て
い
る
。
も
し
本
当
に
大
君
が
言
う
よ
う
に
国
が
立
派
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
開

国
を
支
持
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
実
際
に
は
逆
で
そ
う
で
は
な
い
、
自
分
た
ち
に
と
っ

て
我
慢
が
で
き
な
い
ほ
ど
の
負
担
ば
か
り
で
あ
っ
て
、
利
点
は
一
つ
も
な
い
。
し
か

し
外
国
人
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
実
態
に
な
る
と
は
ま
っ
た
く
言
わ
な
か
っ
た
。
と

も
か
く
も
ハ
リ
ス
は
愚
か
者
、
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
は
無
礼
者
で
、
ベ
ル
ク
ー
ル
は
お
し
ゃ

べ
り
ぼ
っ
ち
ゃ
ん
、
領
事
た
ち
は
放
蕩
人
、
外
国
商
人
た
ち
は
詐
欺
師
そ
の
他
で
あ

る
。
そ
し
て
大
君
の
言
動
に
は
矛
盾
が
あ
り
、
外
国
人
を
軽
蔑
し
、
非
難
す
る
こ
と

を
教
え
な
が
ら
、
一
方
で
外
国
人
の
強
さ
を
非
常
に
立
派
な
言
葉
で
表
現
し
て
い
る
。

幕
府
の
役
人
の
一
人
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、
ロ
シ
ア
以
外
の
諸
国
は
、
笑
う
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。

噂
に
よ
れ
ば
、
天
皇
は
、
全
国
民
の
不
満
に
よ
っ
て
、
大
君
の
影
響
力
を
消
去
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
あ
る
噂
で
は
天
皇
は
江
戸
に
裁
判
官
を
派
遣
し
て
大
君
を
裁
判

に
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
と
言
い
、
別
の
噂
で
は
大
君
を
ミ
ヤ
コ
に
召
喚
し
よ
う
と

し
て
い
る
と
い
う
。
日
本
の
政
治
情
勢
を
報
告
し
た
後
、
万
が
一
に
備
え
て
箱
館
湾

に
軍
艦
一
隻
の
碇
泊
を
要
望
し
て
い
る

(

�)

。

文
久
使
節
団
が
ロ
シ
ア
を
訪
問
す
る
に
先
立
ち
、
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
、
噂
に
基

づ
く
と
は
い
え
、
で
き
る
限
り
客
観
的
な
情
報
を
提
示
し
よ
う
と
努
力
し
た
。
た
だ

し
、
海
軍
の
将
校
た
ち
は
、
ロ
シ
ア
最
初
の
領
事
の
活
動
に
対
し
て
、
い
つ
も
友
好

的
な
報
告
を
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
考
え
で
は
、
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
の

活
動
は
ロ
シ
ア
の
国
益
を
守
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
例
を
挙
げ
る
と
、
ポ
ポ
フ

(�
��

��)

海
軍
少
将
は
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
大
公
宛
の
一
八
六
二
年
六
月
一
八
日
付

の
書
簡
で
、
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
、
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
の
小
説

｢

オ
ブ
ロ
ー
モ
フ｣

の
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主
人
公

(

�)

と
同
じ
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ポ
ポ
フ
は
、
日
本
の
よ
う
な
遠
い
赴
任
地

で
あ
っ
て
も
、
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
以
上
の
適
任
者
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
る
は
ず

だ
と
述
べ
て
い
る
。
ポ
ポ
フ
の
意
見
に
よ
る
と
、
軍
艦
の
艦
長
が
退
役
後
に
そ
の
ポ

ス
ト
を
与
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
海
軍
軍
人
た
ち
が
外
交
を
行
な
う
こ
と
の
メ
リ
ッ

ト
は
外
交
官
に
劣
ら
な
い
、
美
味
な
食
事
を
と
り
、
美
味
な
ワ
イ
ン
を
飲
む
こ
と
が

で
き
、
他
人
の
職
務
に
首
を
突
っ
込
ま
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
祖
国
の

利
害
を
ま
も
る
こ
と
、
緊
急
な
状
況
で
責
任
か
ら
逃
げ
な
い
こ
と
、
租
国
の
ひ
と
び

と
を
守
る
こ
と
、
と
い
う
素
質
に
お
い
て
、
海
軍
軍
人
は
外
交
官
よ
り
す
ぐ
れ
て
い

る
。
彼
の
意
見
の
最
後
で
、
わ
た
し
た
ち
の
任
務
は
、
他
の
国
家
的
任
務
よ
り
、
す

ぐ
れ
た
教
育
を
与
え
て
く
れ
る
、
と
述
べ
て
い
る

(

�)

。

[

註]

(

�)
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�����

�
���
�����

�
������



�


  


(

�)

大
日
本
古
文
書
。
幕
末
外
国
関
係
文
書
之
五
十
一
。
東
京
大
学
蔵
版
。
東
京
、
二

〇
〇
七
年
。
頁
四
一
〇
〜
四
一
一
。

(

	)
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
������

���
�����

�
���
���


�
�
�!


�
!
�
	



(


)
"
#$
%
�

�
�
 
�
�
	



�
!



(

�)
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�&

'�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
(�
���(�

�
�
�
������

�
���(


�

(


(

�)
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
 
��
)
*+
�*,

�
�
�
-�
#*�.�$

/
0
��
#1*#$

��
*/

-#�
�
(
�
�

)
�
�
���
�
(

�

�
�
 



(


)
"
#$
%
�

�
�
�
�
(

�
�
(
�
	



(

�)
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�&

'�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
(�
���(�

��
�
��
�
���
�
���(


�
�
�

�
	

(



(
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ポ
ン
ド
と
ゾ
ロ
ト
ニ
ク
は
旧
ロ
シ
ア
の
重
量
の
単
位
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
一
ポ
ン
ド

は
九
六
ザ
ラ
ー
ト
ニ
ク
で
あ
っ
た
。
一
七
四
七
年
に
金
メ
ッ
キ
青
銅
の
サ
ン
プ
ル
が

作
ら
れ
、
法
律
に
よ
っ
て
一
八
九
九
年
に
よ
り
厳
密
に
、
メ
ー
ト
ル
法
に
準
拠
し
て

定
め
ら
れ
た
。
一
八
九
〇
年
ド
ミ
ト
リ
ー
・
メ
ン
デ
レ
ー
エ
フ
に
よ
っ
て
、
プ
ラ
チ

ナ
と
イ
リ
ジ
ウ
ム
合
金
に
よ
る
サ
ン
プ
ル
が
作
成
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
ザ
ラ
ー
ト
ニ

ク
と
い
う
名
称
は
キ
エ
フ
・
ロ
シ
ア
に
流
通
し
て
い
た
金
貨
の
名
称
に
由
来
す
る
。

一
ザ
ラ
ー
ト
ニ
ク
は
四.

二
六
五
七
五
〇
三
八
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。
一
九
二
〇
年
、

レ
ー
ニ
ン
が
サ
イ
ン
し
た

｢

国
際
メ
ー
ト
ル
法
度
量
衡
の
導
入
令｣

に
よ
っ
て
、
ロ

シ
ア
の
発
展
の
歴
史
の
特
徴
の
表
現
で
あ
っ
た
単
位
制
度
は
廃
棄
さ
れ
た
。
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地
主
貴
族
で
、
無
気
力
で
実
際
的
能
力
の
な
い
人
物
。
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訳

ワ
ジ
ム
・
ク
リ
モ
フ)

( ) 文久遣欧使節団に対するロシアの外交的準備について (クリモフ)201
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